




Restrained Factors of Attitude toward Delinquency II



























































































































自分で決めたことを守れなかったとき 0.756 － 0.138 － 0.021 0.458
友達との約束をやぶってしまったとき 0.681 0.023 0.019 0.475
友達におもわずウソをついてしまったとき 0.670 － 0.040 0.046 0.474
自分が正しいと思ったことができなかったとき 0.622 － 0.014 0.007 0.426
悪いことをしたのにだまってそれをかくしているとき 0.619 0.126 0.011 0.528
友達に自分の気持ちをはっきり言えなかったとき 0.582 － 0.127 0.177 0.365
いじめられている友だちを助けられなかったとき 0.565 0.086 － 0.011 0.396
親との約束を破ってしかられたとき 0.552 0.179 － 0.027 0.500
努力が足りなくて目標が達成できなかったとき 0.538 0.015 0.014 0.361
試験勉強をしようと決めていたのに，なまけてしまったとき 0.528 0.122 0.024 0.392
電車やバスの中で携帯電話をかけて大きな声を出したとき － 0.043 0.726 － 0.096 0.472
宿題を忘れて先生にしかられたとき － 0.058 0.628 0.122 0.472
授業に遅れて先生にしかられたとき － 0.131 0.614 0.248 0.473
静かな病院の中で大声でさわいでしまったとき 0.022 0.563 0.013 0.403
かんでいたガムを道ばたにすてたとき 0.241 0.542 － 0.140 0.450
とめてはいけないところに自転車をとめたとき 0.141 0.537 － 0.132 0.359
電車やバスで 2人分の席をひとりじめして座っているとき 0.288 0.476 － 0.137 0.440
家で自分だけ勝手なことをしてしかられたとき 0.269 0.365 － 0.031 0.389
友達に自分の失敗を笑われたとき － 0.098 0.364 0.334 0.295
してはいけないことを親に見つかったとき 0.205 0.320 0.110 0.292
みんなが知っている話を自分だけ知らなかったとき 0.146 － 0.216 0.710 0.374
町で自分のファッションを変な目で見られたとき － 0.022 0.168 0.579 0.388
自分だけが流行の物をもっていなかったとき 0.018 － 0.176 0.572 0.305
みんなができることを自分だけできなかったとき 0.092 0.161 0.493 0.350
自分だけその場にふさわしくない服装をしていたとき － 0.070 0.344 0.402 0.362
固有値 7.482 2.437 1.645
寄与率（％） 29.930 9.749 6.581
因子間相関（第２因子） 0.618
因子間相関（第３因子） 0.168 0.328




















中・男 中・女 高・男 高・女 大・男 大・女
中・男 中・女 高・男 高・女 大・男 大・女 F値
自分恥 平均 2.67 2.66 2.62 2.90 2.88 2.79 6.373**
SD 0.60 0.63 0.65 0.56 0.55 0.49
多重比較　高・女，大・男＞中・男，中・女＞高・男　　大・女＞高・男
他人恥 平均 2.72 2.75 2.59 2.90 2.78 2.97 9.55**
SD 0.57 0.62 0.61 0.44 0.50 0.41
多重比較　高・女，大・女＞中・男，中・女，大・男＞高・男
仲間恥 平均 2.87 3.11 2.90 3.06 2.80 3.07 7.33**




















q1_3　エッチな雑誌やアダルトビデオを見る 0.810 － 0.118 0.534
q1_2　酒を飲む 0.801 0.003 0.617
q1_10  異性の友達と二人で泊まる 0.779 － 0.062 0.541
q1_4　夜遅くまで外で遊ぶ 0.745 0.019 0.499
q1_1　タバコを吸う 0.620 0.167 0.530
q1_9　学校をサボる 0.561 0.142 0.384
q1_7　人の物を盗む － 0.110 0.887 0.502
q1_5　ちょっとしたものを万引きする 0.057 0.763 0.496
q1_8　覚醒剤などの薬物を使う 0.025 0.530 0.259





























1 2 3 4
q4_4　人生はお金だけでは幸福になれない .627 － .067 .095 － .014 .168
q4_8　 人生は自分のことだけでなく人のことを考えること
が大切
.435 .198 － .048 － .125 .173
q4_2　皆が幸福にならなければ個人の幸福はない .401 .044 .035 － .036 .124
q4_7　今よりも将来のために努力する － .030 .781 － .017 .008 .189
q4_10  成功はその人の努力しだいだ .125 .271 .091 .084 .090
q4_9　何よりも自分の生活を充実させることが大切だ － .046 .098 .506 .137 .160
q4_5　今が楽しければよい .038 － .383 .437 .039 .161
q4_6　人生にはお金がなにより大切だ － .387 .098 .414 － .182 .199
q4_3　人生は運に左右されることが多い .173 － .048 .322 － .185 .062
q4_1　 人になんと思われようと自分のなっとくできる人生
が大切
.068 .073 .281 .258 .106
q4_12  進学や就職のことが不安だ .177 .080 .121 － .509 .094
q4_11  自分の将来は明るいと思う .128 .158 .134 .428 .126
固有値 1.873 1.579 1.305 1.254
寄与率（％） 15.610 13.156 10.875 10.451
因子間相関（第２因子） .171
因子間相関（第３因子） － .213 .077


























q5_6　私は父が好きだ .964 － .063 .689
q5_5　父とはうまくいっている .804 － .091 .521
q5_10  私は父に愛されていると思う .660 .044 .445
q5_7　父を尊敬している .633 .234 .617
q5_9　父のようになりたい .416 .333 .477
q5_12  父から「がまん」することの大切さを教わった － .048 .818 .476




















q6_6　私は母が好きだ .990 － .104 .700
q6_5　母とはうまくいっている .791 － .031 .561
q6_10  私は母に愛されていると思う .732 .034 .530
q6_7　母を尊敬している .591 .295 .658
q6_9　母のようになりたい .458 .331 .536
q6_12  母から「がまん」することの大切さを教わった － .076 .869 .524











（定数） 3.31 0.27 12.40 0.00
S02    他人恥 － 0.45 0.05 － 0.32 － 8.80 0.00
S4_3  享楽志向 0.24 0.06 0.13 4.02 0.00
S5_2  父親からのしつけ － 0.09 0.03 － 0.11 － 3.44 0.00
S4_4  将来志向 0.10 0.04 0.09 2.65 0.01
S03    仲間恥 0.10 0.05 0.08 2.31 0.02































（定数） 2.851 0.104 27.415 0.000
S02　他人恥 － 0.325 0.044 － 0.306 － 7.307 0.000
S01　自分恥 － 0.115 0.042 － 0.115 － 2.750 0.006
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